






























資料４

キララコテージ

道の駅キララ多伎

R3～5県民参加の森づくり事業
実施主体：株式会社多伎振興
事業目的：簸川西農道「くにびき海岸道路」沿線に
　　　　　ヤマザクラを植栽することで、観光客に
　　　　　アピールできる景観を形成するとともに
　　　　　海岸からの飛砂防止を図ること
活動実績：R3.11月　ヤマザクラ苗木150本植栽(65名)
　　　　　R4. 6月　下刈り及び施肥(16名)
　　　　　R5. 6月　下刈り及び苗木の生育確認(40名)
　　　　　





県民参加の森づくり事業 提案書（抜粋） 

 

１．提案団体について 

団 体 名 株式会社多伎振興 

団 体 概 要 出雲市より指定管理者指定を受け、「道の駅キララ多伎」、「見晴らしの

丘公園」、「マリンタラソ出雲」の管理運営及び「多伎いちじく温泉」を

直営 

 

２．提案内容について 

取組の名称 簸川西農道「くにびき海岸道路」の景観対策及び飛砂防止対策の推進 

目的と効果 国道９号線の道の駅交差点を起点とする、簸川西農道「くにびき海岸道

路」の道路沿いには低木の樹木しか生育しておらず、又、花が咲かない

樹種が多い為に、沿道において良好な景観が形成出来ておりません。こ

の道路は、県西部から山陰道多伎 IC を経由し、出雲大社へ向かう観光客

の通路となっている為、花が咲き、且つ、海風の強い環境でも生育可能

な「ヤマザクラの苗木」を植栽することにより、観光客に多伎町をアピ

ール出来る良好な景観を形成すると共に、あわせて樹木植栽により、海

岸からの飛砂防止を図りたいと考えます。 

実 施 方 法 事前に業者委託により地拵え及び苗木の植穴を２００カ所掘り、多伎地

区連合自治会他で募集した町内参加者及び株式会社多伎振興の従業員に

より、２００本のヤマザクラの苗木の植栽を行う。 

周 知 方 法 多伎地区連合自治会、出雲市多伎行政センター、多伎ライオンズクラブ、

NPO 法人たきボランティア Net ワーク、出雲フィンランド協会、ぽんぽ

ん船（身体障碍者自立支援施設）、たきスポーツ少年団等の協賛を頂いて

いることから、各団体から参加者を募ります。 

 

３．翌年度以降の活動展開 

時 期 活 動 内 容 

２年目計画 植栽した苗木の維持管理（委託管理） 

３年目計画     同上 

４年目計画     同上 

５年目計画     同上 

 

４．その他（活動実績（参加人数）） 

令和３年度 ６５名 

令和４年度 １６名 

令和５年度 ４０名 

 


